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水たま りで息をする

■０３.水たまりの形成ダイアグラム

雨が降り、水が床を侵食する

人工的に傾斜をつけた床に窪みをつくっていく。水流の浸食を利用し、徐々に自然形状へと近づける。

自然な水たまりが生まれる

建物全体で雨水を受ける器形状を成し、
それらが積層し、連続させる

流体的な水たまりや床とは異なり、住戸や
機能的な設備は全てグリッド状に配置する

キッチン シャワー住戸トイレ

■ 生まれる循環■ 水たまり×生活 ■ 水たまり×風景

■０２.水たまりの可能性

現代の都市生活において、
不可欠なものがある。

それは水である。
近代建築が排他的に捉えたものがある。

これは雨である。
水のもつ変化する性質を享受でき、新たな暮らしの
可能性を見出せるものがある。

それは“水たまり”である。
雨の降り方によって水たまりの表情が変わる。
その一瞬一瞬の水辺に人々がたまってくる。

雨を楽しみ、水と共に生きる集合住宅を提案する。
グリッドを引く

水たまりは、生活用水となり、生命の更新を促し、生まれ方や消え方も異なり、

一つとして同じものは存在しない美しき一瞬の儚さをもつ。

<恒常的><瞬間的>

日によって水たまりは異なる風景を映し出す。水たまりに映る“今日の風景” を住人がSNSに発信し、住人のみならず全世界に共有する。

建築が奪い去った水に映る風景を楽しむ暮らしを建築によって取り戻す。
共有部分（トイレ、シャワー、キッチンなど）は水をくみ、濾過さ
せることによって初めて使用できる。共有部分の残水量を可視化
できるデザインは、水をくむ暮らしを促す。

■情報の循環

■水の循環

■風景の循環

■植生の循環
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■００.仮想敷地

仮想敷地は、長崎県島原市。

長崎県島原市は、城や武家屋敷など旧城下町の街並
みが残る島原半島の山と海など雄大な自然に囲まれた
中心都市である。
また、本仮想敷地は日本の中で平均降水量が高い町で

あり、雨水を地域全体で利用する伝統がある。
このような条件から水と地域の人々との関係性が高いた
めこの都市を選定した。
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貯水槽からくむ住人

■０１.水をくむ暮らし

■０４.平面ダイアグラム

打ち水 水のアトリウム

浸食によって新たな水たまりが生まれる

南に南側に満
月が見える

冬に北側に満月
が見える

城が見える

川側に花火が見える

キッチン住戸 シャワー トイレ

敷地全体が受け皿となり、雨水を集め、生活用水として活用する。自然によって生まれた
貯水槽が生活に潤いをもたらす。

生活排水は床内で濾過された後、地上に流れ着く。住人が再び集まったその水をくみ、

生活で利用することで、雨水のサイクルが確立される。

固く結ばれた地域交流には、共通の行為が存在した。
例えば、井戸で水をくみ、井戸端会議が広げられていた。
私達は、水をくむ暮らしを提案し、コミュニティの交流をフラットに。

残水量を可視化できる共有部分

住戸は最小限(2.5×2.5m)とする。
雨水をためれる屋根形式は、住人
の飲み水などをまかなう。

部分断面図

水をくむ暮らしによって生まれる循環は、雨水の循環だけではない。
水たまりを介して、風景や植生、住人同士の交流も循環される。


